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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　同報チャンネル動作を容易にする方法であって、
　同報チャンネルを複数の部分に分割すること、
　を備え、前記複数の部分は、一次同報パラメータと二次同報パラメータとを少なくとも
備え、前記一次同報パラメータは、静的に変化する静的情報を含んでいるシステムパラメ
ータを備え、前記二次同報パラメータは、半静的に変化する半静的情報または動的に変化
する動的情報を含んでいるデータセルパラメータを備える、
　方法。
【請求項２】
　ユーザ機器（ＵＥ）が、前記二次同報パラメータを復号する前に前記一次同報パラメー
タを復号し、前記一次同報パラメータの復号は、前記二次同報パラメータの前記送信帯域
幅の表示を提供する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記一次同報パラメータは、単一周波数ネットワーク(ＳＦＮ)モードを介して送信され
る、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記二次同報パラメータは、非ＳＦＮモードを介して送信される、請求項１に記載の方
法。
【請求項５】
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　前記非ＳＦＮモードは、与えられたセルにおいて利用される場合、あるいは利用されな
い場合がある、セル特定モードである、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　サイクリックプレフィックスは、静的情報として取り扱われ、前記システムパラメータ
に含まれる、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記システムパラメータは、一次同報チャンネル（Ｐ－ＢＣＨ）において送出される、
請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記セルパラメータは、二次同報チャンネル（Ｓ－ＢＣＨ）において送出される、請求
項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記一次同報チャンネルは、全システムにわたって送出される、請求項７に記載の方法
。
【請求項１０】
　前記システムのすべてのセルは、前記Ｐ－ＢＣＨを同時に送信する、請求項９に記載の
方法。
【請求項１１】
　前記システムは、同期ネットワークである、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記システム特定パラメータのデータレート送信は、前記同報チャンネルを前記複数の
部分に前記分割することによって最適化される、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記システム情報は、アップリンクおよびダウンリンクシステム帯域幅情報を備える、
請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記システム情報は、サイクリックプレフィックス期間情報を備える、請求項１２に記
載の方法。
【請求項１５】
　前記システム情報は、マルチメディア ブロードキャスト マルチキャスト サービス情
報を備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１６】
　前記Ｓ－ＢＣＨは、前記システム帯域幅の１０ＭＨｚ毎に送信される、請求項８に記載
の方法。
【請求項１７】
　送信されるべきデータがシステム特定パラメータとして分類される場合には、Ｐ－ＢＣ
Ｈ上で前記データを送信し、送信されるべきデータがセル特定パラメータとして分類され
る場合には、前記Ｓ－ＢＣＨ上で前記データを送信し、送信されるべきデータの分類が不
確かな場合には、そのようなデータを前記Ｓ－ＢＣＨ上で送信する、請求項８に記載の方
法。
【請求項１８】
　同報チャンネル動作を容易にするシステムであって、
　送信されるべきデータを、前記データが、静的に変化する静的データ、半静的に変化す
る半静的データ、または動的に変化する動的データ、のうちの１つであるかどうかを決定
することによって、システム特定情報またはセル特定情報として分類するための手段と、
　同報チャンネルを複数の部分に分割するための手段と、
　を備え、前記複数の部分は、一次同報パラメータと二次同報パラメータとを少なくとも
備え、前記一次同報パラメータは前記システム特定情報を備え、前記二次同報パラメータ
は前記セル特定情報を備える、
　システム。
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【請求項１９】
　前記システム特定情報のデータレート送信が、前記同報チャンネルを前記複数の部分に
前記分割することによって最適化される、ための手段をさらに備える、請求項１８に記載
のシステム。
【請求項２０】
　　同報チャンネルを複数の部分に分割すること、なお、前記複数の部分は、一次同報パ
ラメータと二次同報パラメータとを少なくとも備え、前記一次同報パラメータは、静的に
変化する静的情報を含んでいるシステムパラメータを備え、前記二次同報パラメータは、
半静的に変化する半静的情報または動的に変化する動的情報を含んでいるセルパラメータ
を備える；
　　の動作、
　　を実行するためのコンピュータ実行可能な命令、
　を記憶したコンピュータ読み出し可能な記憶媒体。
【請求項２１】
　ユーザ機器（ＵＥ）が、前記二次同報パラメータを復号する前に前記一次同報パラメー
タを復号し、前記一次同報パラメータの復号は、前記二次同報パラメータの前記送信帯域
幅の表示を提供する、請求項２０に記載のコンピュータ読み出し可能な記憶媒体。
【請求項２２】
　前記一次同報パラメータは、単一周波数ネットワーク(ＳＦＮ)モードを介して送信され
る、請求項２０に記載のコンピュータ読み出し可能な記憶媒体。
【請求項２３】
　前記二次同報パラメータは、非ＳＦＮモードを介して送信される、請求項２０に記載の
コンピュータ読み出し可能な記憶媒体。
【請求項２４】
　前記システム特定パラメータのデータレート送信が、前記同報チャンネルを前記複数の
部分に前記分割することによって最適化されること、を備える請求項２０に記載のコンピ
ュータ読み出し可能な記憶媒体。
【請求項２５】
　不確かと分類されたデータを二次同報チャンネル（Ｓ－ＢＣＨ）上で送信すること、を
さらに備える請求項２０に記載のコンピュータ読み出し可能な記憶媒体。
【請求項２６】
　　同報チャンネルを複数の部分に分割すること、なお、前記複数の部分は、一次同報パ
ラメータと二次同報パラメータとを少なくとも備え、前記一次同報パラメータは、静的に
変化する静的情報を含んでいるシステムパラメータを備え、前記二次同報パラメータは、
半静的に変化する半静的情報または動的に変化する動的情報を含んでいるセルパラメータ
を備える；
　　の動作、
　　を実行するためのコンピュータ実行可能な命令、
　を記憶したマイクロプロセッサ。
【請求項２７】
　ユーザ機器（ＵＥ）が、前記二次同報パラメータを復号する前に前記一次同報パラメー
タを復号し、前記一次同報パラメータの復号は、前記二次同報パラメータの前記送信帯域
幅の表示を提供する、請求項２６に記載のマイクロプロセッサ。
【請求項２８】
　前記一次同報パラメータは、ＳＦＮモードを介して送信される、請求項２６に記載のマ
イクロプロセッサ。
【請求項２９】
　前記二次同報パラメータは、非ＳＦＮモードを介して送信される、請求項２６に記載の
マイクロプロセッサ。
【請求項３０】
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　前記動作は、
　前記システム特定パラメータのデータレート送信が、前記同報チャンネルを前記複数の
部分に前記分割することによって最適化されること、
　をさらに備える、
　請求項２６に記載のマイクロプロセッサ。
【請求項３１】
　前記動作は、
　不確かと分類されたデータを二次同報チャンネル（Ｓ－ＢＣＨ）上で送信すること、
　をさらに備える、
　請求項２６に記載のマイクロプロセッサ。
【請求項３２】
　同報チャンネル動作を容易にする方法であって、
　同報チャンネルを複数の部分に分割することと、なお、第１の部分は、半静的に変化す
る半静的情報または動的に変化する動的情報を含んでいるセルパラメータのために使用さ
れ、第２の部分は、静的に変化する静的情報を含んでいるシステムパラメータを備える；
　前記第１の部分を、非ＳＦＮモードを使用してブロードキャストすることと；
　を備える方法。
【請求項３３】
　同報情報を受信するための方法であって、
　同報チャンネル上で情報を受信すること、
　を備え、前記同報チャンネルは、複数の部分に分割され、前記複数の部分は、少なくと
も、一次同報パラメータと二次同報パラメータとを備えており、前記一次同報パラメータ
は、静的に変化する静的情報を含んでいるシステムパラメータを備え、前記二次同報パラ
メータは、半静的に変化する半静的情報または動的に変化する動的情報を含んでいるセル
パラメータを備えている、
　方法。
【請求項３４】
　前記一次同報パラメータおよび／または前記二次同報パラメータは、単一周波数ネット
ワーク(ＳＦＮ)モードを介して受信される、請求項３３に記載の方法。
【請求項３５】
　前記一次同報パラメータの送信帯域幅は、前記二次同報パラメータの送信帯域幅と異な
る、請求項３３に記載の方法。
【請求項３６】
　前記一次同報パラメータの送信帯域幅は、前記二次同報パラメータの送信帯域幅と等し
い、請求項３３に記載の方法。
【請求項３７】
　同報情報を受信するための方法であって、
　同報チャンネル上で情報を受信するための手段、
　を備え、前記同報チャンネルは、複数の部分に分割され、前記複数の部分は、少なくと
も、一次同報パラメータと二次同報パラメータとを備えており、前記一次同報パラメータ
は、静的に変化する静的情報を含んでいるシステムパラメータを備え、前記二次同報パラ
メータは、半静的に変化する半静的情報または動的に変化する動的情報を含んでいるセル
パラメータを備えている；
　方法。
【請求項３８】
　　同報チャンネル上で情報を受信すること、なお、前記同報チャンネルは、複数の部分
に分割され、前記複数の部分は、少なくとも、一次同報パラメータと二次同報パラメータ
とを備えており、前記一次同報パラメータは、静的に変化する静的情報を含んでいるシス
テムパラメータを備え、前記二次同報パラメータは、半静的に変化する半静的情報または
動的に変化する動的情報を含んでいるセルパラメータを備えている；
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　　の動作、
　　を実行するためのコンピュータ実行可能な命令、
　を記憶したマイクロプロセッサ。
【請求項３９】
　　同報チャンネル上で情報を受信すること、なお、前記同報チャンネルは、複数の部分
に分割され、前記複数の部分は、少なくとも、一次同報パラメータと二次同報パラメータ
とを備えており、前記一次同報パラメータは、静的に変化する静的情報を含んでいるシス
テムパラメータを備え、前記二次同報パラメータは、半静的に変化する半静的情報または
動的に変化する動的情報を含んでいるセルパラメータを備えている；
　　の動作、
　　を実行するためのコンピュータ実行可能な命令、
　を記憶したコンピュータ読み出し可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　本願は、２００６年４月２８日に出願され、「Ｅ－ウルトラ用の同報チャンネル(A BRO
ADCAST CHANNEL FOR E-UTRA)」と題された、米国仮出願第６０／７９５９６３号の利益を
主張する。この出願の全体が、参照によりここに組み込まれる。
【背景】
【０００２】
　[Ｉ．分野]
　以下の説明は、一般的には、無線通信に関し、より具体的には、システムパラメータデ
ータを最適なデータレート(data rate)で送信する(transmitting)ためのシステムおよび
方法に関する。
【０００３】
　[ＩＩ．背景]
　無線通信システムは、音声やデータなどの様々な通信内容を提供するために広く利用さ
れる。このようなシステムは、利用可能なシステムリソース（例えば、帯域幅および送信
電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることができる多重ア
クセスシステムであってもよい。そのような多重アクセスシステムの例は、符号分割多重
アクセス(code division multiple access)（ＣＤＭＡ）システム、時分割多重アクセス(
time division multiple access)（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多重アクセス(frequ
ency division multiple access)（ＦＤＭＡ）システム、および直交周波数分割多重アク
セス(orthogonal frequency division multiple access)（ＯＦＤＭＡ）システムを含む
。
【０００４】
　無線通信システムは、広く普及した手段となり、それによって世界中の大多数の人々が
通信するようになった。無線通信装置は、消費者の要求に合わせて携帯性および利便性を
改善するために、より小さく、より強力になってきている。携帯電話などの移動装置の処
理性能の上昇により、無線ネットワーク送信システムに対する要求が上昇している。
【０００５】
　典型的な無線通信ネットワーク（例えば、周波数、時間、および符号分割手法を利用す
る）は、有効範囲(coverage area)を提供する１つ以上の基地局と、有効範囲内でデータ
を送受信することができる１つ以上の移動（例えば、無線）端末とを含む。典型的な基地
局は、ブロードキャスト(broadcast)、マルチキャスト(multicast)、および／またはユニ
キャスト(unicast)のサービスのための複数のデータストリーム(multiple data)を同時に
(concurrently)送信することができる。ここで、データストリームは、移動端末にとって
独立受信の対象となりうるデータのストリームである。基地局の有効範囲内の移動端末は
、合成ストリームによって搬送されるデータの１つ、１つ以上、またはすべてのデータス
トリームを受信しようとすることができる。同様に、移動端末は、データを基地局または
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他の移動端末へ送信することができる。
【０００６】
　多くの場合、システムパラメータデータは、無線通信ネットワーク内のセルおよびユー
ザ機器（ＵＥ）へ送信されなければならない。システムパラメータデータは、通常すべて
のセル間で必要とされるが、データのあるものはネットワーク内の１つ以上の特定のセル
に固有である。同一の配送機構を使用して互いに異なるすべての種類のパラメータデータ
を送出する(sending)結果、システムパラメータデータの送信が効率的でなくなることが
よく生じる。したがって、当該技術においては、関係するパラメータデータの型の関数(f
unction of the type of parameter data)として、データ同報チャンネル(data broadcas
t channel)を分割することによって、システムパラメータデータのデータレート送信の改
善を行う必要がある。
【発明の開示】
【概要】
【０００７】
　以下に、１つ以上の態様(aspects)の基本的な理解を提供するために、そのような態様
の簡略化された概要を提示する。本概要(summary)は、すべての意図された態様の広範な
概略ではなく、また、すべての態様の主要なあるいは重要な要素(elements)を識別するよ
うにも、ありとあらゆる態様の範囲を描写するようにも意図されていない。その唯一の目
的は、あとに示されるより詳細な説明に対する序文として簡略化された形式で、１つ以上
の態様のいくつかの概念を示すことである。
【０００８】
　一態様によれば、同報チャンネル動作を容易にする方法は、同報チャンネルを複数の部
分に分割すること、を備えており、複数の部分は、一次同報パラメータ(primary broadca
st parameters)と二次同報パラメータ(secondary broadcast parameters)とを少なくとも
備え、一次同報パラメータの送信帯域幅(transmission bandwidth)は、二次同報パラメー
タの送信帯域幅以下である。
【０００９】
　一態様によれば、同報チャンネル動作を容易にするシステムは、送信されるべきデータ
を分析するための手段と、同報チャンネルを複数の部分に分割するための手段と、を備え
ており、複数の部分は、一次同報パラメータと二次同報パラメータとを少なくとも備え、
一次同報パラメータの送信帯域幅は、二次同報パラメータの送信帯域幅以下である。
【００１０】
　一態様によれば、コンピュータ読み出し可能な媒体は、同報チャンネルを複数の部分に
分割することの動作、を実行するためのコンピュータ実行可能な命令を記憶しており、該
複数の部分は、一次同報パラメータと二次同報パラメータとを少なくとも備え、一次同報
パラメータの送信帯域幅は、二次同報パラメータの送信帯域幅以下である。
【００１１】
　別の態様によれば、マイクロプロセッサは、同報チャンネルを複数の部分に分割するこ
との動作を実行するためのコンピュータ実行可能な命令を記憶しており、該複数の部分は
、一次同報パラメータと二次同報パラメータとを少なくとも備え、一次同報パラメータの
送信帯域幅は、二次同報パラメータの送信帯域幅以下である。
【００１２】
　別の態様によれば、同報チャンネル動作を容易にする方法は、同報チャンネルを複数の
部分に分割すること、を備え、第１の部分は、セル特定パラメータ(cell-specific param
eters)のために使用され、第２の部分は、システム特定パラメータ(system specific par
ameters)を備え、第１の部分は、非ＳＦＮモード(non-ＳＦＮ mode)を使用してブロード
キャスト(broadcasted)される。
【００１３】
　以上および関連する目的の達成のために、当該１つ以上の態様は、このあと十分に説明
され、また特許請求の範囲において指摘される特徴を備える。以下の説明および添付の図
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面は、当該１つ以上のある例示的な態様を詳細に示す。しかしながら、これらの態様は、
様々な態様の原理が使用されることができる様々な方法のほんの数例しか示していないが
、説明される態様は、すべてのそのような態様およびそれらの均等物(equivalents)を含
むように意図されている。
【詳細な説明】
【００１４】
　図面を参照し、様々な実施形態が今から説明されるが、ここにおいては、全体を通じて
、同様の要素(elements)を指すために、同様の参照番号が使用されている。以下の説明に
おいて、説明の目的のために、１つ以上の実施形態の完全な理解を提供するために、数多
くの特定の詳細が記載されている。しかしながら、そのような実施形態（単数または複数
）はこれらの具体的な詳細なしに実施されてもよい、といことは明らかであり得る。他の
インスタンスにおいては、１つ以上の実施形態を説明することを容易にするために、よく
知られた構造および装置がブロック図の形式で示されている。
【００１５】
　本願において使用されるように、「要素（component）」、「モジュール（module）」
、「システム（system）」などの用語は、コンピュータに関連したエンティティ(entity)
、ハードウェアか、ファームウェアか、ハードウェアおよびソフトウェアの組み合わせか
、ソフトウェアか、または実行中のソフトウェアかのいずれかを指すように意図されてい
る。例えば、要素は、プロセッサ上で動作する処理、プロセッサ、オブジェクト、実行可
能物、実行のスレッド、プログラム、および／またはコンピュータであってもよいが、こ
れらに限られない。例示として、コンピュータ装置上で動作するアプリケーションおよび
コンピュータ装置は両方ともに要素であり得る。１つ以上の要素は、プロセスおよび／ま
たは実行のスレッド内に常駐でき、要素は、１つのコンピュータ上に局在化、および／ま
たは、２つ以上のコンピュータ間に分散され得る。加えて、これらの要素は、様々なデー
タ構造が記憶されている様々なコンピュータ読み出し可能な媒体から実行できる。１つ以
上のデータパケットを有する信号（例えば、ローカルシステム、分散システム、および／
またはインターネットなどのネットワークをわたって他のシステムと信号によって対話す
る、ある要素からのデータ）に従うなどするローカルおよび／または遠隔処理によって、
要素は通信を行ってもよい。
【００１６】
　さらに、様々な実施形態が移動装置に関連してここに説明される。移動装置は、システ
ム、加入者部、加入者局、移動局、移動遠隔局、遠隔端末、アクセス端末、ユーザ端末、
端末、無線通信装置、ユーザエージェント、ユーザ装置、またはユーザ機器(user equipm
ent)（ＵＥ）とも称され得る。移動装置は、携帯電話、コードレス電話、セッション開始
プロトコル(Session Initial Protocol)（ＳＩＰ）電話、無線ローカルループ(wireless 
local loop)（ＷＬＬ）局、携帯情報端末(personal digital assistant)（ＰＤＡ）、無
線接続能力を有するハンドヘルド装置、コンピューティング装置、または無線モデムに接
続された他の処理装置であってもよい。さらに、様々な実施形態が基地局に関連してここ
に説明される。基地局は、移動装置（単数または複数）と通信するために利用されてもよ
く、アクセスポイント(access point)、ノードＢ(Node B)、または他の用語で称されても
よい。
【００１７】
　さらに、ここに説明される様々な態様または特徴は、標準的なプログラミングおよび／
またはエンジニアリング技術を使用する方法、装置、または製品(article of manufactur
e)として実施されてもよい。ここにおいて使用される「製品(article of manufacture)」
という用語は、任意のコンピュータ読み出し可能な媒体、キャリア、または媒体からアク
セス可能なコンピュータプログラムを含むものとされる。例えば、コンピュータ読み出し
可能な媒体は、磁気記憶装置（例えば、ハードディスク、フロッピー（登録商標）ディス
ク、磁気ストリップなど）、光学ディスク（例えば、コンパクトディスク(compact disk)
（ＣＤ）、デジタル多用途ディスク(digital versatile disk)（ＤＶＤ）など）、スマー
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トカード、およびフラッシュメモリ装置（例えば、ＥＰＲＯＭ、カード、スティック、キ
ードライブなど）を含み得るが、それらに限られない。加えて、ここにおいて説明される
様々な記憶媒体は、情報を記憶するための１つ以上の装置および／または他の機械読み出
し可能な媒体(machine-readable medium)を表し得る。「機械読み出し可能な媒体」とい
う用語は、命令（単数または複数）および／またはデータを記憶、含有、および／または
搬送することが可能な無線チャンネルおよび様々な他の媒体を含み得るが、それらに限ら
れない。
【００１８】
　図１を参照すると、一実施形態による多重アクセス無線通信システムが示されている。
アクセスポイント１００（ＡＰ）は、複数のアンテナ群を含み、あるものは１０４および
１０６を含み、他のものは１０８および１１０を含み、さらなるものは１１２および１１
４を含む。図１において、アンテナ群毎に２つのアンテナだけが示されているが、それよ
りも多いか、または少ないアンテナがアンテナ群毎に利用されてもよい。アクセス端末１
１６（ＡＴ）は、アンテナ１１２および１１４と通信中であり、アンテナ１１２および１
１４は、情報を順方向リンク１２０上でアクセス端末１１６へ送信し、情報を逆方向リン
ク１１８上でアクセス端末１１６から受信する。アクセス端末１２２は、アンテナ１０６
および１０８と通信中であり、アンテナ１０６および１０８は、情報を順方向リンク１２
６上でアクセス端末１２２へ送信し、情報を逆方向リンク１２４上でアクセス端末１２２
から受信する。ＦＤＤシステムにおいて、通信リンク１１８，１２０，１２４，および１
２６は、通信のために異なる周波数を使用してもよい。例えば、順方向リンク１２０は、
逆方向リンク１１８によって使用されたのとは異なる周波数を使用してもよい。
【００１９】
　アンテナの各群および／またはそれらが通信するように設計された領域は、アクセスポ
イントのセクタと称されることが多い。実施形態において、アンテナ群は、それぞれ、ア
クセスポイント１００によってカバーされる領域のセクタ内の端末にアクセスするために
通信するように設計される。
【００２０】
　順方向リンク１２０および１２６上での通信において、アクセスポイント１００の送信
アンテナは、互いに異なるアクセス端末１１６および１２４についての順方向リンクのＳ
Ｎ比を改善するために、ビーム形成を利用する。また、アクセスポイントがビーム形成を
使用してその範囲を通じてランダムに散乱されたアクセス端末へ送信すると、単一のアン
テナを通じてそのすべてのアクセス端末へ送信するアクセスポイントよりも、隣接セル内
のアクセス端末に生じる干渉は少ない。アクセスポイントは、端末と通信するために使用
される固定局であってもよく、また、アクセスポイント、ノードＢ、または何らかの他の
用語で称されてもよい。また、アクセス端末は、アクセス端末、ユーザ機器（ＵＥ）、無
線通信装置、端末、アクセス端末、または何らかの他の用語で称されてもよい。
【００２１】
　図２は、ＭＩＭＯシステム２００における送信器システム２１０（アクセスポイントと
しても知られる）と受信器システム２５０（アクセス端末としても知られる）の一実施形
態のブロック図である。送信器システム２１０において、数多くのデータストリームにつ
いてのトラフィックデータが、データソース２１２から送信（ＴＸ）データプロセッサ２
１４へ提供される。一実施形態において、各データストリームは、それぞれの送信アンテ
ナ上を送信される。ＴＸデータプロセッサ２１４は、データストリーム毎に、当該データ
ストリームのために選択された特定の符号化手法に基づいて、トラフィックデータをフォ
ーマット、符号化、およびインターリーブして、符号化されたデータを提供する。データ
ストリーム毎に符号化されたデータは、ＯＦＤＭ技術を使用してパイロットデータで多重
化されてもよい。パイロットデータは、典型的には、既知の手法で処理される既知のデー
タパターンであって、チャンネル応答を推定するために受信器システムにおいて使用され
てもよい。当該データストリーム毎の多重化されたパイロットデータおよび符号化された
データは、その後、当該データストリームのために選択された特定の変調手法（例えば、
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ＢＰＳＫ，ＱＳＰＫ，Ｍ－ＰＳＫ，またはＭ－ＱＡＭ）に基づいて変調されて（すなわち
、シンボルがマッピングされて）、変調シンボルを提供する。データストリーム毎のデー
タレート、符号化、および変調は、プロセッサ２３０によって行われた命令によって決定
されてもよい。
【００２２】
　すべてのデータストリームについての変調シンボルは、その後、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセ
ッサ２２０へ提供され、そこで（例えばＯＦＤＭ用に）変調シンボルをさらに処理しても
よい。ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２２０は、その後、ＮＴ変調シンボルストリームをＮＴ

送信器(transmitters)（ＴＭＴＲ）２２２ａ～２２２ｔへ提供する。ある実施形態におい
て、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２２０は、ビーム形成重みをデータストリームのシンボル
とシンボルが送信されているアンテナとに適用する。
【００２３】
　送信器２２２は、各シンボルストリームを受信および処理して、１つ以上のアナログ信
号を提供し、さらに当該アナログ信号を調整（例えば、増幅、フィルタリング、およびア
ップコンバート）して、ＭＩＭＯチャンネル上での送信に適した変調された信号を提供す
る。送信器２２２ａ～２２２ｔからのＮＴ変調された信号は、その後、それぞれＮＴアン
テナ２２２ａ～２２２ｔから送信される。受信器システム２５０において、送信された変
調済みの信号は、ＮＲアンテナ２５２ａ～２５２ｒによって受信され、各アンテナ２５２
からの受信された信号は、各受信器(receiver)（ＲＣＶＲ）２５４ａ～２５４ｒへ提供さ
れる。各受信器２５４は、各受信信号を調整（例えば、フィルタリング、増幅、およびダ
ウンコンバート）し、調整された信号をデジタル化してサンプルを提供し、さらに当該サ
ンプルを処理して対応する「受信された」シンボルストリームを提供する。
【００２４】
　ＲＸデータプロセッサ２６０は、その後、特定の受信器処理技術に基づいて、ＮＲ受信
器２５４からのＮＲ受信されたシンボルストリームを受信および処理して、ＮＴ「検出さ
れた」シンボルストリームを提供する。ＲＸデータプロセッサ２６０は、その後、各検出
されたシンボルストリームを復調、デインターリーブ、および復号して、データストリー
ムについてのトラフィックデータを回復する。ＲＸデータプロセッサ２６０による処理は
、送信器システム２１０におけるＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２２０およびＴＸデータプロ
セッサ２１４によって行われる処理を補足するものである。プロセッサ２７０は、どのプ
レ符号化マトリクスを使用するかを周期的に決定する（後述）。プロセッサ２７０は、マ
トリクスインデックス部と、ランク値部とを備える逆リンクメッセージを構築する。
【００２５】
　逆リンクメッセージは、通信リンクおよび／または受信されたデータストリームに関す
る様々な種類の情報を備えてもよい。逆リンクメッセージは、その後、ＴＸデータプロセ
ッサ２３８によって処理され、ＴＸデータプロセッサ２３８は、データソース２３６から
の数多くのデータストリームについてのトラフィックデータを受信する。逆リンクメッセ
ージは、変調器２８０によって変調され、送信器２５４ａ～２５４ｒによって調整され、
送信器システムへ２１０へ送り戻される。
【００２６】
　送信器システム２１０において、受信器システム２５０からの変調された信号がアンテ
ナ２２４によって受信され、受信器２２２によって調整され、復調器２４０によって復調
され、ＲＸデータプロセッサ２４２によって処理されて、受信器システム２５０によって
送信された逆リンクメッセージを抽出する。プロセッサ２３０は、その後、ビーム形成重
みを決定するためにどのプレ符号化マトリクスを使用するかを決定して、抽出されたメッ
セージを処理する。
【００２７】
　図３を参照すると、システムパラメータデータの最適な送信を可能にする無線通信シス
テム３００が示されている。システム３００は、同報ネットワーク(broadcast network)
３０２を備える。同報ネットワーク３０２は、システム３００内の複数の基地局と通信す
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ることができる。同報ネットワーク３０２に関連付けられた分析要素(analysis componen
t)３０４は、以下により詳細に説明する様々な要因に従って、システムパラメータデータ
の最適な送信を可能にする。
【００２８】
　図４を参照すると、システムパラメータデータの最適な送信を可能にする無線通信シス
テム４００が示されている。システム４００は、図３について上述されたように、分析要
素４０４(analysis component)を備える同報ネットワーク(broadcast network)４０２を
備える。一態様において、分析要素４０４は、データ分類要素(data categorization com
ponent)４０６と、データ送信最適化要素(data transmission optimization component)
４０８とをさらに利用する。データ分類要素４０６は、システムパラメータデータを、シ
ステム特定(system-specific)と基地局セル特定(base station cell-specific)のうちの
１つであるとして分類する。一態様において、データ分類要素４０６は、データが性質上
(in nature)、静的(static)、半静的(semi-static)、および動的(dynamic)のいずかであ
るか、を決定することによってデータを分類する。パラメータデータが静的であると決定
すると、データは,
システム特定であると分類される。データ分類要素４０６は、パラメータデータが非常に
大きな時間尺度(timescale)（例えば、ネットワーク更新中）においてのみ変化する場合
に、パラメータデータが静的であると決定する。一態様において、データ分類要素４０６
は、ほぼ数十および数百ミリ秒毎にデータの値が変化する場合には、パラメータデータは
半静的であると決定し、ほぼミリ秒毎にデータの値が変化する場合には、パラメータデー
タは動的であると決定する。そのような値は、パラメータデータを分類するための基準例
として与えられたものであり、そのような基準は、様々な時間尺度の閾値を反映するよう
に調整され得ることが理解されるべきである。データ分類要素４０６は、データ送信最適
化要素４０８に対して、静的、半静的、および動的であると識別されたすべてのシステム
パラメータデータを提供する。データ送信最適化要素４０８は、その後、静的パラメータ
を一次同報チャンネル(primary broadcast channel)（Ｐ－ＢＣＨ）を介した送信用に、
半静的および動的パラメータを二次同報チャンネル(secondary broadcast channel)（Ｓ
－ＢＣＨ）を介した送信用にグループ化する。よって、データ送信最適化要素４０８は、
送信されるべきシステムパラメータデータの型に従って同報チャンネルを選択的に分割す
る。
【００２９】
　図５を参照すると、最初の取得時に、ユーザ機器(user equipment)（ＵＥ）５０２が同
報チャンネル(broadcast channel)（ＢＣＨ）を復号することを可能にする無線通信シス
テム５００が示されている。同期チャンネル（ＳＣＨ）を通じて同報チャンネル（ＢＣＨ
）を最初に取得した後、ＵＥは、システムパラメータを決定するためにＢＣＨを復号しな
ければならない。一態様においては、セルパラメータの復号前にシステムパラメータを復
号することは、セルパラメータの送信帯域幅の表示を生じさせるであろう。ＵＥが取得直
後、そしてこのステージで、ＢＣＨを復号しようと試みることを、またシステム全体の帯
域幅は未知であることを、理解されるべきである。したがって、Ｐ－ＢＣＨ送信帯域幅は
、Ｓ－ＢＣＨ送信帯域幅と同一に設定される。システム帯域幅が最小限の性能よりも大き
いと後で決定される場合には、ＵＥは、ＤＬ送信スペクトルの一部分に対して不連続受信
手順(discontinuous reception procedure)（ＤＲＸ）を行わなければＰ－ＢＣＨを復号
することができないであろう。ＵＥリソースを最適化するために、例えば、システム帯域
幅およびＵＥ性能情報は静的パラメータであるので、ＵＥは、最初の取得時に１回だけＰ
－ＢＣＨを復号できる。これは、設計を簡略化し、そして、例えば最小ＵＥ無線性能が１
０ＭＨｚであると仮定すると、ＵＥが１回だけＰ－ＢＣＨに到達しその後は別個の連続す
る１０ＭＨｚ受信帯域幅にとどまることを可能にする。高い信頼性でＰ－ＢＣＨを送信す
ることは、長い送信時間間隔(transmission time interval)（ＴＴＩ）にわたって符号化
することによって、またはＳＦＮ動作があって関連ネットワークがそれをサポートしてい
ればＳＦＮ動作を利用することによって実現されることができる。この目的のために、一
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態様において、ネットワーク検出要素５０４(network detection component)が、同期ネ
ットワーク(synchronous network)が利用されているかどうかを決定する。より特定的に
は、例えば、ネットワーク検出要素５０４は、ＳＦＮが利用されているかどうかを検出す
ることができる。ＳＦＮが利用されていると決定すると、ＵＥ５０２は、Ｐ－ＢＣＨを送
信するために使用される直交周波数分割多重(orthogonal frequency-division multiplex
ing)（ＯＦＤＭ）シンボル毎に、シンボル長いサイクリックプレフィックス（cyclic pre
fix）と高密度ダウンリンク参照信号構造とを推定する。さらに、ＳＦＮ動作がネットワ
ーク検出要素５０４によって検出されない場合には、ＵＥ５０２は、Ｐ－ＢＣＨを送信す
るために使用されるＯＦＤＭシンボル毎に、短サイクリックプレフィックスと構文解析さ
れた(parsed)ダウンリンク参照信号構造とを推定する。
【００３０】
　ＳＦＮ動作は、Ｓ－ＢＣＨを送信するには使用されることができないことが理解される
べきである。しかしながら、Ｓ－ＢＣＨは、良好な範囲および非常に高い信頼性のために
送信される必要もある。Ｓ－ＢＣＨのセル特定パラメータのために、Ｓ－ＢＣＨの信頼性
のある送信は、長いＴＴＩを符号化することによって達成される。さらに、Ｐ－ＢＣＨの
復号とは異なり、ＵＥがＳ－ＢＣＨを符号化しようとする場合、ＤＬシステム帯域幅は既
知である。したがって、Ｓ－ＢＣＨ送信帯域幅は、必ずしもＰ－ＢＣＨ送信帯域幅と同一
ではない。さらに、システム帯域幅は最小ＵＥ性能より大きいので、ＵＥは、ＤＲＸ手順
をＤＲ送信スペクトルの一部分に対して行わない限りＳ－ＢＣＨを復号できない場合があ
ろう。Ｓ－ＢＣＨにおけるパラメータの半静的性質ということからして、（Ｐ－ＢＣＨを
１度だけ復号するのに対して）各ＵＥは、Ｓ－ＢＣＨ周波数を復号することができる必要
がある。したがって、Ｓ－ＢＣＨは、システム帯域幅の１０ＭＨｚ毎に送信される。
【００３１】
　本主題の発明にしたがう様々な方法が、一連の動作によって説明される。本発明は、動
作の順序によって制限されるものではないことが了解および理解されるべきである。とい
うのは、いくつかの動作は、本発明にしたがい、ここに示され説明されるのとは異なる順
序および／または他の動作と並列して生じる場合があるからである。例えば、ある方法は
、状態図などの一連の相互に関連する状態およびイベントとして表現され得るだろうこと
を、当業者は了解および理解するだろう。さらに、本発明にしたがう方法を実施するため
に、図示の動作がすべて必要であるというわけではない場合がある。
【００３２】
　今度は図６を参照すると、方法６００は、６０２および６０４において開始し、システ
ムパラメータデータは、無線通信環境における１つ以上の移動システムへ送出される(sen
t)前に、同報局において総計される(aggregated)。システムパラメータデータは、無線通
信システム内のすべての基地局セルに対して一般的に適用可能な情報と、単一のセルに固
有の情報とを備えることができることが理解されるべきである。例えば、すべての基地局
に適用可能な情報は、ダウンリンク／アップリンクシステム帯域幅情報と、調節パルス(c
onditioning pulse)（ＣＰ）期間（例えば、ＳＣＨ設計によって、ＳＣＨのために使用さ
れるＣＰ期間は、最初の取得後に未知である場合があり、システム内で使用されるＣＰ期
間が１つ以上ある場合がある）と、およびマルチメディア同報多重サービス(multimedia 
broadcast multiple service)（ＭＢＭＳ）関連情報（例えば、ＭＢＭＳのようなサービ
スの存否、ＳＦＮ動作がＥ－ＭＢＭＳ上で許可されている場合のスクランブリング符号Ｉ
Ｄ(scrambling code ID)）と、を備えることができる。固有のセルに適用されるシステム
パラメータデータは、システムフレーム番号と、ランダムアクセス(random access)（Ｒ
ＡＣＨ）関連パラメータ（例えば、ＲＡＣＨ署名シーケンス、時間／周波数割り当て、お
よびアクセスロード制御のためのパーシスタンスパラメータ(persistence parameter)）
と、アップリンク(uplink)（ＵＬ）共有データチャンネルのためのシステム情報（例えば
、制御関連情報、ＭＩＭＯ／ＳＤＭＡ関連情報、参照信号シーケンス）と、ダウンリンク
(downlink)（ＤＬ）共有データチャンネルのためのシステム情報（例えば、制御関連情報
、ＭＩＭＯ／ＳＤＭＡ関連情報、ＤＬ参照物理的マッピング）と、スケジューリング関連
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情報（例えば、ＣＱＩリポート用のサブバンド情報、トーンのセットに対する各サブバン
ドの割り当て）と、を備えることができる。アップリンク共有データチャンネルのための
制御関連情報(control related information for uplink shared data channel)は、必要
であれば、数多くのＵＬ割当チャンネルと、各ＵＬ割当チャンネルのＭＣＳ構造と、を備
えることができる、ということが、さらに理解されるべきである。アップリンク共有デー
タチャンネルのためのＭＩＭＯ／ＳＤＭＡ関連情報は、数多くのＲｘアンテナと、ＭＩＭ
Ｏ／ＳＤＭＡ動作のための数多くのプレ符号化マトリクスとを備えることができる。さら
に、ＤＬ共有データチャンネルのための制御関連情報は、数多くのＤＬ共有制御チャンネ
ルと、各ＤＬ共有制御チャンネルのＭＣＳ構造とを必要があれば含むことができる。ＤＬ
共有データチャンネルのためのＭＩＭＯ／ＳＤＭＡ関連情報は、数多くのＴＸアンテナと
、ＭＩＭＯ／ＳＤＭＡ動作のための数多くのプレ符号化マトリクスとを備えることができ
る。
【００３３】
　図６をさらに参照すると、６０６で、問題になっているどのシステムパラメータデータ
が無線通信システム内のすべてのセルに適用可能であるのか、あるいは当該システム内の
固有なセルに適用可能であるのかについて決定される。ある実施形態においては、この決
定は、システムパラメータデータを静的(static)、半静的(semi-static)、および動的(dy
namic)として分類することに依存する。上述のように、静的パラメータは、データがシス
テム特定(system-static)であることを示し、一方、半静的および動的なパラメータは、
データがセル特定である(cell-specific)ことを示す。６０８において、単一周波数ネッ
トワーク（ＳＦＮ）が利用されているかどうかが決定される。ある実施形態においては、
ＳＦＮ動作が検出される場合には、ＳＦＮ動作の存在は同期ネットワークの存在を示すの
で、無線通信システム内のすべてのセルは、一次ＢＣＨを正確に同時に送信することがで
きる。ＳＦＮ動作は、高いＳＮ比(signal to noise ratio)（ＳＮＲ）を生じさせること
ができるので、結果として最適なデータ送信レート（例えば、１５～２０ｄＢ）になる。
６１０において、静的システムパラメータデータが、Ｐ－ＢＣＨを介して無線通信システ
ム内の１つ以上の基地局セルのすべてに送信される。半静的および動的なパラメータデー
タは、二次同報チャンネル（Ｓ－ＢＣＨ）を介して送信される。
【００３４】
　図７を参照すると、検出されるネットワークの型によってＰ－ＢＣＨを介して受信され
たデータをＵＥが最適に復号する方法７００が示されている。方法７００は、ＵＥ上に電
源投入すると７０２および７０４で開始し、アクセスネットワークが事実上(in nature)
同期しているという決定が行われる。一態様において、例えば、７０６において、アクセ
スネットワークが同期していると判明した場合には、ＵＥは、時間情報にアクセスして、
ＳＦＮ動作があるかどうかを決定する。このようにして、７０８において、ＵＥは７０６
におけるＳＦＮ動作の検出時に、Ｐ－ＢＣＨを復号するためにより長いサイクリックプレ
フィックスを自動的に使用することができる。７０６においてＳＦＮ動作が検出されない
場合には、ＵＥは、７１０で、Ｐ－ＢＣＨを復号するために、短いサイクリックプレフィ
ックスと、構文解析されたダウンリンク参照構造信号と、を使用する。
【００３５】
　図８を今度は参照すると、同報チャンネル動作を容易にするシステム８００が示されて
いる。システム８００は、システムパラメータデータを分析するためのモジュール８０２
を含むことができる。一態様において、そのような分析は、パラメータデータが性質上静
的、半静的、または動的かを決定すること、を備えることができる。この決定に従って、
モジュール８０４は、静的パラメータが最適データレートで送信されることができるよう
に、同報チャンネルを分割する(split)ことができる。
【００３６】
　図９は、ここに記載された１つ以上の態様にしたがう無線通信環境における他のセクタ
通信を提供する端末またはユーザ装置９００の図である。端末９００は、１つ以上の受信
アンテナなど、信号を受信する受信器９０２を備え、受信された信号に対して典型的なア
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クション（例えば、フィルタリング、増幅、ダウンコンバートなど）を行って、調節され
た信号をデジタル化してサンプルを得る。復調器９０４は、サンプルを復調して、受信さ
れたパイロットシンボルをプロセッサ９０６へ提供することができる。
【００３７】
　プロセッサ９０６は、受信器要素９０２によって受信された情報を分析するため、およ
び／または送信器９１４による送信のために情報を生成するための専用のプロセッサであ
る。プロセッサ９０６は、端末９００の１つ以上の要素を制御するプロセッサ、および／
または受信器９０２によって受信された情報を分析し、送信器９１４による送信のための
情報を生成し、端末９００の１つ以上の要素を制御するプロセッサであり得る。プロセッ
サ９０６は、図６および７に関して説明された技法を含む、ここにおいて説明される方法
のいずれをも利用可能である。
【００３８】
　加えて、端末９００は、送信が成功した旨の肯定応答を含む、受信された入力を分析す
る送信制御要素(transmission control component)９０８を含み得る。肯定応答(Acknowl
edgements)（ＡＣＫ）は、担当セクタ(serving sector)および／または隣接セクタから受
信され得る。肯定応答は、以前の送信がうまく受信され、アクセスポイントのうちの１つ
によって復号された旨を示すことができる。肯定応答が受信されない場合または否定応答
(negative acknowledgement)（ＮＡＫ）が受信された場合には、送信は再送出される(res
ent)。送信制御要素９０８は、プロセッサ９０６内に組み込まれ得る。送信制御要素９０
８は、肯定応答の受信を決定することに関連して分析を行う送信制御コードを含み得るこ
とが理解されるべきである。
【００３９】
　端末９００は、プロセッサ９０６に動作可能に結合されるメモリ９１０であって、送信
に関連する情報、セクタのアクティブなセット、送信を制御するための方法、関連情報を
備えるルックアップテーブル、ならびにここにおいて説明されるようなその他の送信に関
連する情報およびアクティブなセットのセクタを記憶するメモリ９１０を追加的に備える
ことができる。ここにおいて説明されるデータ記憶装置（例えば、メモリ）は、揮発性メ
モリまたは不揮発性メモリのいずれかであり得、または揮発および不揮発の両方のメモリ
を含み得ることが理解されるだろう。限定ではなく例示として、不揮発性メモリは、読み
出し専用メモリ（read only memory）（ＲＯＭ）、プログラム可能ＲＯＭ(programmable 
ROM)（ＰＲＯＭ）、電気的プログラム可能ＲＯＭ(electrically programmable ROM)（Ｅ
ＰＲＯＭ）、電気的消去可能ＲＯＭ(electrically erasable ROM)（ＥＥＰＲＯＭ）また
はフラッシュメモリを含むことができる。揮発性メモリは、外部キャッシュメモリとして
動作するランダムアクセスメモリ(random access memory)（ＲＡＭ）を含むことができる
。限定ではなく例示として、ＲＡＭは、同期ＲＡＭ(synchronous RAM)(ＳＲＡＭ）、ダイ
ナミックＲＡＭ(dynamic RAM)（ＤＲＡＭ）、同期ＤＲＡＭ(synchronous DRAM)（ＳＤＲ
ＡＭ）、ダブルデータレートＳＤＲＡＭ(double data rate SDRAM)（ＤＤＲ　ＳＤＲＡＭ
）、拡張ＳＤＲＡＭ(enhanced SDRAM)（ＥＳＤＲＡＭ）、同期リンクＤＲＡＭ(Synchlink
 DRAM)（ＳＬＤＲＡＭ）および直接ラムバスＲＡＭ(direct Rambus RAM)（ＤＲＲＡＭ）
など、多くの形態で入手可能である。本システムおよび方法のメモリ９１０は、これらお
よび他の適切なメモリの種類を備えるものとされるが、これらに限られない。プロセッサ
９０６は、シンボル変調器９１２と、変調された信号を送信する送信器９１４とに結合さ
れる。
【００４０】
　図１０は、様々な態様にしたがう通信環境における他のセクタ通信を容易にするシステ
ム１０００の図である。システム１０００は、信号（単数または複数）を１つ以上の端末
１００４から１つ以上の受信アンテナ１００６を通じて受信する受信器１０１０を有する
アクセスポイント１００２を備え、１つ以上の端末１００４へ複数の送信アンテナ１００
８を通じて送信する。端末１００４は、アクセスポイント１００２によってサポートされ
るこのような端末を含み得るとともに、隣接ノードによってサポートされる端末１００４
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も含み得る。１つ以上の態様においては、受信アンテナ１００６および送信アンテナ１０
０８は、アンテナの単一セットを使用して実施されることができる。受信器１０１０は、
受信アンテナ１００６から情報を受信することができ、受信された情報を復調する復調器
１０１２に動作可能に関連付けられる。受信器１０１０は、例えば、ＭＭＳＥベースの受
信器、または当業者によって理解されるような、割り当てられる端末を分割するための他
の適切な受信器であり得る。様々な態様によれば、複数の受信器が利用され（例えば、受
信アンテナ毎に１つ）、そのような受信器は、互いに通信して、ユーザデータのより良好
な推定を提供することができる。復調されたシンボルは、図９を参照して上述されたプロ
セッサと同様のプロセッサ１０１４によって分析され、端末、端末に関連付けられて割り
当てられたリソースなどに関連する情報を記憶するメモリ１０１６へ結合される。アンテ
ナ毎の受信器出力は、受信器１０１０および／またはプロセッサ１０１４によって合同で
処理され得る。変調器１０１８は、送信器１０２０による送信アンテナ１００８を通じた
端末１００４への送信のために、信号を多重化できる。
【００４１】
　アクセスポイント１００２は、端末通信要素(terminal communication componebt)１０
２２をさらに備え、これは、プロセッサ１０１４とは区別されるまたはそれに内蔵され得
る要素である。端末通信要素１０２２は、隣接ノードによってサポートされる端末のため
のリソース割り当て情報を取得できる。加えて、端末通信要素１０２２は、割当情報を、
アクセスポイント１００２によってサポートされる端末のための隣接セクタへ提供するこ
とができる。割り当て情報は、バックホール(backhaul)信号処理を介して行われ得る。
【００４２】
　割り当てられたリソースに関する情報に基づいて、端末通信要素１０２２は、隣接セク
タによってサポートされる端末からの送信の検出を指示することができるとともに、受信
された送信の復号を指示することができる。メモリ１０１６は、パケットの復号のために
必要な割り当て情報の受信前に、端末から受信されたパケットを保持することができる。
また、端末通信要素１０２２は、受信および送信の復号がうまくいったことを示す肯定応
答の送信および受信を制御することができる。端末通信要素１０２２は、リソースの割り
当てに関連してユティリティベースの制御を行う送信分析コードを含むことができ、ソフ
トハンドオフ(soft handoff)のための端末を識別し、送信を復号したりすることが理解さ
れるべきである。端末分析コードは、端末性能を最適化することに関連して、推論および
／または確率的決定、および／または統計ベースの決定に関連して、人工知能を利用する
こともできる。
【００４３】
　上記に説明されたものは、１つ以上の態様の例を含む。当然ながら、前述された態様を
説明する目的で、要素または方法の考えられるすべての組み合わせを説明することはでき
ないが、様々な態様の多くのさらなる組み合わせおよび置換が可能であることを当業者は
認識するだろう。したがって、説明された態様は、添付された特許請求の範囲の精神およ
び範囲の中に入るすべてのそのような変更、修正、および変形を包含するように意図され
ている。さらに、用語「含む(includes)」が詳細な説明あるいは特許請求の範囲において
使用される限り、そのような用語は、用語「備える(comprising)」が請求項にいて移行句
 (transitional word)として利用されるときに解釈されるように、用語「備える(compris
ing)」と同様な方法で包括的であるように意図されている。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　同報チャンネル動作を容易にする方法であって、
　同報チャンネルを複数の部分に分割すること、
　を備え、前記複数の部分は、一次同報パラメータと二次同報パラメータとを少なくとも
備え、前記一次同報パラメータの送信帯域幅は、二次同報パラメータの送信帯域幅以下で
ある、
　方法。
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［Ｃ２］
　ユーザ機器（ＵＥ）が、前記二次同報パラメータを復号する前に前記一次同報パラメー
タを復号し、前記一次同報パラメータの復号は、前記二次同報パラメータの前記送信帯域
幅の表示を提供する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記一次同報パラメータは、システムパラメータを主として備え、前記二次同報パラメ
ータは、セルパラメータを主として備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記一次同報パラメータは、単一周波数ネットワーク(ＳＦＮ)モードを介して送信され
る、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記二次同報パラメータは、非ＳＦＮモードを介して送信される、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記非ＳＦＮモードは、セル特定モードである、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　サイクリックプレフィックスは、静的情報として取り扱われる、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　システム特定パラメータは、静的情報として取り扱われる、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　セル固有の特徴は、半静的または動的として取り扱われる、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記システムパラメータは、一次同報チャンネル（Ｐ－ＢＣＨ）において送出される、
Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記セルパラメータは、二次同報チャンネル（Ｓ－ＢＣＨ）において送出される、Ｃ３
に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記一次同報パラメータは、全システムにわたって送出される、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記システムのすべてのセルは、前記Ｐ－ＢＣＨを並列的に送信する、Ｃ１２に記載の
方法。
［Ｃ１４］
　前記システムは、同期ネットワークである、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１５］
　セル固有情報とは別個のシステム情報を送信することによってデータレート送信を最適
化すること、を備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ１６］
　システム情報は、アップリンクおよびダウンリンクシステム帯域幅情報を備える、Ｃ１
５に記載の方法。
［Ｃ１７］
　システム情報は、サイクリックプレフィックス期間情報である、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１８］
　システム情報は、マルチメディア ブロードキャスト マルチキャスト サービス情報を
備える、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１９］
　ユーザ機器（ＵＥ）がＳＦＮ動作を検出する場合は、前記ＵＥは、一次同報チャンネル
（Ｐ－ＢＣＨ）を送信するために使用されるＯＦＤＭシンボル毎に、既知のより長いサイ
クリックプレフィックス期間と、既知の高密度ＤＬ参照信号構造とを推定する、Ｃ１に記
載の方法。
［Ｃ２０］



(16) JP 5215291 B2 2013.6.19

10

20

30

40

50

　前記Ｓ－ＢＣＨは、前記システム帯域幅の１０ＭＨｚ毎に送信される、Ｃ１１に記載の
方法。
［Ｃ２１］
　送信されるべきデータの分類が不確か場合には、そのようなデータを前記Ｓ－ＢＣＨ上
で送信する、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ２２］
　同報チャンネル動作を容易にするシステムであって、
　送信されるべきデータを分析するための手段と；
　同報チャンネルを複数の部分に分割するための手段と、
　を備え、前記複数の部分は、一次同報パラメータと二次同報パラメータとを少なくとも
備え、前記一次同報パラメータの送信帯域幅は、二次同報パラメータの前記送信帯域幅以
下である、
　システム。
［Ｃ２３］
　セル固有情報とは別個のシステム情報を送信することによってデータレート送信を最適
化するための手段、をさらに備えるＣ２２に記載のシステム。
［Ｃ２４］
　同報チャンネルを複数の部分に分割すること、なお、前記複数の部分は、一次同報パラ
メータと二次同報パラメータとを少なくとも備え、前記一次同報パラメータの送信帯域幅
は、二次同報パラメータの前記送信帯域幅以下である；
　の動作を実行するためのコンピュータ実行可能な命令、を記憶したコンピュータ読み出
し可能な媒体。
［Ｃ２５］
　ユーザ機器（ＵＥ）が、前記二次同報パラメータを復号する前に前記一次同報パラメー
タを復号し、前記一次同報パラメータの復号は、前記二次同報パラメータの前記送信帯域
幅の表示を提供する、Ｃ２４に記載のコンピュータ読み出し可能な媒体。
［Ｃ２６］
　前記一次同報パラメータは、システムパラメータを主として備え、前記二次同報パラメ
ータは、セルパラメータを主として備える、Ｃ２４に記載のコンピュータ読み出し可能な
媒体。
［Ｃ２７］
　前記第１の同報モードは、単一周波数ネットワーク(ＳＦＮ)モードである、Ｃ２４に記
載のコンピュータ読み出し可能な媒体。
［Ｃ２８］
　前記第２の同報モードは、非ＳＦＮモードである、Ｃ２４に記載のコンピュータ読み出
し可能な媒体。
［Ｃ２９］
　セル固有情報とは別個のシステム情報を送信することによってデータレート送信を最適
化すること、を備えるＣ２４に記載のコンピュータ読み出し可能な媒体。
［Ｃ３０］
　送信されるべきデータの分類が不確かな場合には、そのようなデータを前記Ｓ－ＢＣＨ
上で送信する、Ｃ２４に記載のコンピュータ読み出し可能な媒体。
［Ｃ３１］
　同報チャンネルを複数の部分に分割すること、なお、前記複数の部分は、一次同報パラ
メータと二次同報パラメータとを少なくとも備え、前記一次同報パラメータの送信帯域幅
は、二次同報パラメータの前記送信帯域幅以下である；
　の動作を実行するためのコンピュータ実行可能な命令、を記憶したマイクロプロセッサ
。
［Ｃ３２］
　ユーザ機器（ＵＥ）が、前記二次同報パラメータを復号する前に前記一次同報パラメー
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幅の表示を提供する、Ｃ３１に記載のマイクロコンピュータ。
［Ｃ３３］
　前記一次同報パラメータは、システムパラメータを主として備え、前記二次同報パラメ
ータは、セルパラメータを主として備える、Ｃ３１に記載のマイクロコンピュータ。
［Ｃ３４］
　前記一次同報パラメータは、ＳＦＮモードを介して送信される、Ｃ３３に記載のマイク
ロコンピュータ。
［Ｃ３５］
　前記二次同報パラメータは、非ＳＦＮモードを介して送信される、Ｃ３３に記載のマイ
クロコンピュータ。
［Ｃ３６］
　セル固有情報とは別個のシステム情報を送信することによってデータレート送信を最適
化すること、を備えるＣ３１に記載のマイクロコンピュータ。
［Ｃ３７］
　送信されるべきデータの分類が不確かな場合には、そのようなデータを前記Ｓ－ＢＣＨ
上で送信する、Ｃ３１に記載のマイクロコンピュータ。
［Ｃ３８］
　同報チャンネル動作を容易にする方法であって、
　同報チャンネルを複数の部分に分割すること、
　を備え、第１の部分は、セル特定パラメータのために使用され、第２の部分は、システ
ム特定パラメータを備え、そして、前記第１の部分は、非ＳＦＮモードを使用してブロー
ドキャストされる、
　方法。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】一実施形態による多重アクセス無線通信システムの図。
【図２】通信システムの例のブロック図。
【図３】システムパラメータデータの最適な送信を可能にするシステムの例の図。
【図４】システムパラメータデータの最適な送信を可能にするシステムの例の図。
【図５】最初の取得時に同報チャンネルをユーザ装置が復号することができるようにする
システムの例の図。
【図６】システムパラメータデータの最適な送信を可能にする方法の例の図。
【図７】最初の取得時に同報チャンネルをユーザ装置が復号することができるようにする
方法の例の図。
【図８】システムパラメータデータの最適送信を容易にするシステムのブロック図。
【図９】ここに提示された１つ以上の態様にしたがう他のセクタ通信を提供するシステム
の図。
【図１０】ここに提示された１つ以上の態様にしたがう端末の非担当セクタにおける逆方
向リンク通信を処理することを提供するシステムの図。
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